
iE!

一原 著-

成人歯科保健に関する疫学調査

一第1報 歯科疾患有病状況及び質問紙法

による歯科保健意識調査-

佐々木 健 永 瀬 吉 彦 石

安 藤 雄 一* 小 林 秀 人* 渡

矢 野 正 敏* 小 林 清 吾* 堀
新潟県環境保健部公衆衛生課

*新潟大学歯学部予防歯科学教室

(主任 :堀井欣一教授)

*

*

男

三

一

和

雄

欣

上

辺

井

EpidemiologicalSurveyonAdultDentalHealth

(Ⅰ)PrevalenceofDentalDiseaesandQuestionnaireaboutDentalHealth.

TakeshiSASAKI,YoshihikoNAGASE,KazuoISHIGAMI

YuichiANDO*,HidetoKOBAYASHI*,YuzoWATANABE*

MasatoshiYANO*,SeigoKOBAYASHI*,Kin-ichiHORII*

PublicHealthDivision,NiigataPrefecturalGot)emment

*DepartmentofPrleUentiueDentistry,SchoolofDentistry,NL'igataUTZiueT:Sity

(Director:Prof.Kin-icht'HORII)

Abstract:Thisstudycomprised372subjects(16-86yearsold)livinginYasuda-town

locatedinanorth-eastareaofNiigataprefecture.

OralhealthstatuswasassesedbyinspectiontypeexaminationandCPITN.

Aquestionnaireaboutdentalhealthwasgiventoallsubjectsatthesametime.

Resultswereasfollows.

1)Presentteethandmissingteethwereinbettercondition■comparedtothesecond

Niigataprefecturalsurveyin1987.

2)ThePrevalenceofperiodontaldiseasewasveryhighandsymptomsweregetting

severeraccordingtoaging.

3)Notafew ofsubjects,particularymiddle-aged,wereanxiousabouttheirteethand

hadsomesubjectivesymptomsabouttheirdentalhealth.

4)Morethan70% ofsubjectsexperiencedtoothache.Inaddition,itseemedthattoothache

wasfeltsevererthananother6kindsofpalm.

5)Theconceptionofneedforprosthodontictreatmentseemedtobedifferentbetween
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dentistsandsubjectswhohadnotsomanymisslngteeth.

6)Perceivedeaseofchewingforfoodswasgettingpooreraccordingtoaging.

Incontrast,therewasnorelationshipbetweenageandself-assesedperceptionofchewing

ability.

Thissuggestedthatself-assesedperceptionofchewlngabilitywasdependentonriotonly

dentalandprostheticstatusbutalsoanothervariousfactors.

Keywords:Adultdentalhealth,Prevalenceofdentaldiseases,Questionnaireaboutdental

health,Chewingability.

要 旨

新潟県北蒲原郡安田町の成人を対象に口腔診査

と質問紙法による歯科保健意識調査を行った｡

372名が調査の対象となり,歯科疾患有病状況と

各質問項目の回答の結果について分析,検討した｡

有病状況は,現在歯及び喪失歯については,昭

和62年第2回新潟県県民歯科疾患実態調査結果と

比較してよりよい状態であったが,歯周疾患につ

いては,CPITN によって診査した結果,極めて

多くの者が罷思しており,その症状は増齢に伴い

重症化する傾向が認められた｡

一万,意識調査では,各種の健康不安,現在の

口腔に関する自覚症状,各部位の痛みの経験の有

無,歯の痛みのさっさの認識度,義歯の使用状況,

岨噂の満足度及び岨噴状況について質問した｡

30代から60代の中年層を中心に,歯に関する健

康不安や 自覚症状のある者が少なからずいると

ともに,歯の痛みを70%以上の者が経験しており,

他の部位の痛みよりも強いと認識されているので

はないかと思われた｡

また,補綴必要とみなされる者の義歯の使用状

況を喪失歯数別に集計したところ,比較的少数歯

欠損の場合,歯科医側と一般の人々の間に補綴処

置に関して感ずるニーズに違いがあることが示唆

された｡

岨噂状況については,年齢上昇に伴い ｢かめな

いものがある｣とする者が増加していたが,岨噂

の満足度は,喪失歯数の多い高齢者層にかむのに

｢不自由している｣とする者が特に多いわけでは

なく,必ずしも歯や補綴の状況が反映しない可能

性が示唆された｡

索引用語 :成人歯科保健,歯科疾患有病状況,歯

科保健意識調査,岨噂能力

緒 昌

新潟県では,昭和56年度から ｢むし歯半減10か

年運動｣を提唱し,小児のう蝕予防を当面の最重

要課題として各種の歯科保健事業を展開し,着実

な成果をあげてきた｡

一方,昭和62年度に策定された老人保健法に基

づ く第2次 5か年計画の中で, ｢歯の健康教育｣,

｢歯の健康相談｣が重点項目のひとつとして取り

入れられたことなどから,新潟県においても成人

歯科保健事業に取り組む市町村が増加している｡

成人歯科保健は歯科保健の中でも比較的新しい

分野であり,そのニーズも多様かつ多面的である｡

しかし,成人の歯科疾患有病状況に関する情報は

かなり増加してきているが,実際のニーズとの関

連づけが十分でないなど,効果的な施策を立案す

るにはまだ実態が不明な点が多い現状にある｡

本県においても,今後成人歯科保健対策を一層

充実させ,現在の小児を中心とした対策とつなげ

て,生涯を通じて一貫した歯科保健対策を進めて

いく必要がある｡

今回著者らは,成人期及び生涯における実際的

な歯科保健の到達目標とそれらを実現するための

予防方法を確立する基礎資料を得ることを目的と

して本調査を実施した｡
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調査対象及び方法

調査対象は新潟県北蒲原郡安田町の成人とし

た｡安田町は新潟県の北東部,北蒲原郡の南端で

新潟市から約30kmのところに位置する｡ 面積は昭

和62年現在40.76km2,昭和63年7月1日現在の推

計人口は10,524(男 5,070,女 5,454),世帯数

2,452,65歳以上の老年人口は15.2%である｡米作,

酪農,全国的に有名な瓦づ くりなどの産業が盛ん

である｡歯科医療機関としては歯科診療所が3ヵ

所開設され,各1名の歯科医師が従事している｡

調査は町役場保健衛生課の全面的な援助によっ

て,安田町内の各事業所及び老人クラブに協力い

ただき,本間製作所,久保製作所,立川ブライン

ド工業,権文製作所,大和機械,大和製作所の6

つの事業所,5つの地区集会場各1回及び保健セ

ンター2回の延べ13会場において,昭和63年3月

から4月にかけて計 5日間実施した｡調査前には

町役場がパンフレットや広報車によって町民に参

加を働きかけたほか,会場となった事業所では従

業員が就業時間中に参加できるよう配慮され,16

-86歳の386名が参加した｡

本報では口腔診査と質問紙法による歯科保健意

識調査の結果について分析,検討した｡

1.口腔診査

最初に現在歯のう蝕及びその処置状況と喪失歯

の状況について,昭和62年厚生省歯科疾患実態調

査の基準に基づき,探針と歯鏡を用いた視診型診

査により歯牙単位で行った｡次いで歯周疾患の状

況について,WHOが提唱するCPITNの部分診
査法1)により指定の探針を用いて行い,表1に示

した診査基準に従い各歯群のコー ドを求め,その

中の最大値を個人コー ドとして記録した｡

2.歯科保健意識調査

調査に用いた質問紙を表 2に示す｡

質問項目は,以下の7項目である｡

(問1)健康に対する不安 :昭和60年度に健康 ･

体力づ くり事業財団が行った ｢健康づ くりに関す

る意識調査｣2)と同一の質問によって,各種の健

康不安の有無について

(問 2)現在自覚している口腔症状について

健,そ の 他 13

表1CPITNの診査基準
コード

0;異常なし

1;プロービング後の出血

2;綾上及び縁下歯石

又はオーバー-ングによるプロービング不能

3;4-5mmの歯周ポケット

4;6mm以上の歯周ポケット

(問3)痛みの経験 :歯を含む7部位の痛みの経

験の有無について

(問 4)歯の痛みとその他の痛みのきつさの比較:

歯の痛みとその他 6部位の痛みのどちらがきつい

と思うかについて (経験の有無に関係なく二者択

一で回答)

(問5)義歯の使用状況 :可撤性義歯 (以下 ｢義

歯｣という)の使用状況について

(問6)岨噂の満足度 :ものをかむのに ｢不自由

している｣叉は ｢不自由していない｣について (二

者択一で回答)

(間7)岨噛状況 :現在の岨噴状況について,山

本式総義歯岨噴能率判定表3)に準じた表 (以下 ｢判

定表｣という)を用い,表に示した各食品につい

て ｢そのままでも十分かめる｣,｢無理したり細か

くきざんだりすればかめる｣,｢かめない｣の3段

階で自己評価させ,すべての食品について ｢その

ままでも十分かめる｣ と回答した者を ｢全部か

める｣とし,それ以外を ｢かめないものあり｣と

して扱った｡

なお,問1-間3は重複回答を許した｡

質問紙は受付時に配布し,口腔診査前に自己記

入式により回答を求め,診査時に回収した｡また,

回収時に不備な点が認められた場合は,直ちに診

査者が問診し,その回答を記入した｡

3.結果の集計及び分析方法

386名の参加者のうち,口腔診査票及び質問紙

の回答に不備のない372名を分析の対象 (以下｢本

対象者｣という)とし,その結果について ACOS

830DATA-710システムを用いてデータベースを

構築し,以下の集計分析を行った｡
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表2 質 問 紙

間1 現在,健康に関して何か不安をお持ちです

か｡次の中から当てはまるものすべてに○を

つけてください｡

1)持病がある (よくならない)

2)がんにかかるのが恐い

3)心筋梗塞,糖尿病などが恐い

4)体力が衰えてきた

5)ストレスがたまる,精神的に疲れる

6)歯が気になる

7)肥満が気になる

8)その他 (

9)特に不安はない

間2 現在の歯やロの中の状態について,どのよ

うなことが気になりますか｡次に示す症状の

うち,気になるものに○をつけてください｡

1)特にない

2)歯が痛む,しみる

3)あごや歯以外の部分が痛む

4)歯 ぐきから血が出る

5)うまくものがかめない

6)歯がグラグラする

7)口臭が気になる

8)歯ならびが気になる

9)ものがはきまる

※上記以外で気になることがあったら ( )

内に書いてください

間3 次に示す痛みのうち,ご自身で経験された

ものすべてに○をつけてください

1)頭痛 2)胃の痛み 3)歯の痛み

4)腰の痛み 5)肩や腕の痛み

6)膝や足の痛み 7)痔の痛み

問4 次の痛みのうち,きついと思う方を○で囲

んでください｡だいたいの感じで結構です｡

1)歯の痛み- 頭痛

2)歯の痛み- 胃の痛み

3)歯の痛み- 腰の痛み

4)歯の痛み- 肩や腕の痩み

5)歯の痛み- 膝や足の痛み

6)歯の痛み- 痔の痛み

間5 現在,入れ歯を使っていますか｡

1)持っていない

2)いつも使っている

3)時々使っている

4)持っているが使っていない

問6 現在,ものをかむのに不自由していますか｡

次のうちいずれかに○をつけてください｡

1)不自由している

2)不自由していない

間 7 以下の食品のうち,そのままでも十分かめ

るものには○を,無理 したり細か くきざんだ

りすればかめるものには△を,かめないもの

には×をつけてください｡食べたことのない

ものや,よくわからないものについては,記

入しなくても結構です｡

表3 対象者の性別,年齢層別内訳

年齢層 男 性 女 性 計

～29 14 15 29

30-39 29 34 63

40-49 19 53 72

50-59 17 52 69

60-69 23 51 74

70- 41 - 24 65
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なお,本対象者の性別,年齢層別の人数の内訳

を表3に示したが,結果の集計及び考察に当たり,

各年齢層ごとの男女別の例数に不足やバラツキが

あったため,結果の集計及び考察に際して男女を

区別せずに行い,男女差については十分に検討を

加えることができなかった｡

(1)現在歯及び喪失歯 :16-29歳,30-39歳,

40-49歳,50-59歳,60-69歳,70-86歳 (以下

それぞれ30歳未満,30代,40代,50代,60代,70歳

以上という)の6つの年齢層に分け,それぞれ1人

平均現在歯数,1人平均未処置歯数,1人平均処置

歯数, 1人平均健全歯数,喪失歯保有者率,全歯

喪失歯者率, 1人平均喪失歯数を算出し,昭和62

年度に実施した第2回新潟県県民歯科疾患実態調

査4) (以下 ｢県民実態調査｣という)の結果と比

較した｡

(2)CPITN:CPITNに一般的に用いられる年
齢区分ごとに各コー ドの有病者率を算出するとと

もに,表4の分類に基づき治療要求量を検討した｡

表4 歯周疾患治療要求度(TN)の分類
o;処置の必要なし (コード0)

1;個人口腔衛生の改善 (コード1)

2;個人口腔衛生の改善と歯石除去 (コード2+

3)

3;個人口腔衛生の改善,歯石除去と複雑な処置

(コード4)

健,そ の 他 15

(3)質問項目

各質問項目の回答を (1)と同じ年齢層別にク

ロス集計を行った｡ただし,間5については口腔

診査の結果に基づき喪失歯数別のクロス集計も行

った｡また,問6及び問7について,年齢の変化

に伴う回答率の変化の傾向を,回答率の年齢層に

対する回帰係数bと,その標準誤差sbからb/sb

を求める,回帰係数の有意性検定による方法5)に

よって統計学的に検討を加えた｡

結 果

1.現在歯及び喪失歯

表5に現在歯及び喪失歯の状況を示した｡

(1)1人平均現在歯数

第3大臼歯を含めた1人平均現在歯数は,30代

で28.2歯であるがf以後急速に減少し,60代で15.9

歯,70歳以上では10.4歯であった｡

その内訳を県民実態調査と比較すると, 1人平

均未処置歯数及び1人平均処置歯数は各年齢層と

もほぼ同様の値であったが, 1人平均健全歯数は

40代を除き各年齢層とも本対象者の方が高い数値

を示していた｡

(2)喪失歯保有者率

喪失歯保有者率は,30代54.0%から直線的に増

加し,60代で97.8%,70歳以上では93.8%であり,

県民実態調査の結果とほぼ同様であった｡

表5 現在歯及び喪失歯の状況

30歳未済 30ft 4岬こ 58代 60代 70歳以上 合 計

人 数 29 63 72 69 74 65 372

1人平均群在歯数 28.00 28.21 25.53 23.45 15.93 10.40 21.24

1人平均未処置歯数 2.17 1.33 1.29 1.33 0,95 1.46 1.34

1人平均処置歯数 7.97 8.57 8.71 8.84 7.59 3.86 7.58

1人平均健全歯数 17.86 18.31 15.53 13.28 7.39 5.08 12.32

喪失歯保有者率 31.0% 54.0% 68.1% 84.1% 97.3% 93.8X 76.1

1人平均喪失歯数 1.07 1.29 3.39 5.30 12.55 17.78 7.55

- 15-
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(3)全歯喪失者率 (無歯顎者率)

仝歯喪失者 (無歯顎者)は,50代までは1名も

いなかったが,60代で6.7%,70歳以上で20.0%

であった｡県民実態調査では50代 3.2%,60代

13.4%,70歳以上46.2%であり,本対象者の方が

全歯喪失者率が低い状況であった｡

(4)1人平均喪失歯数

1人平均喪失歯数は,30代 1.3歯から以後増齢

に伴い急速に増加し,40代3.4歯,50代5.3歯,60

代12.6歯,70歳以上17.8歯であった(図 1)｡一

万,県民実態調査ではそれぞれ1.8,2.9,8.2,

14.2,21.2であり,40代を除き各年齢層とも本対

象者の方が低い値を示した｡

(歯)

.'亡.ごく~一一

30 30 40 50 60 70
代 代 代 代 歳

以
上

図1 1人平均喪失歯数

2.CPITN

本対象者372名のうち,6歯群いずれかに診査

対象歯が存在した 347名について,CPITNの

年齢区分による各コー ドの有病者率を表6に示し

た｡各年齢層ともコー ド0の者が極めて少なく,

全体で97.1%の者に何らかの異常が認められた｡

また,コー ド3以上の者及び4の者はほぼ増齢に

伴い増加する傾向があった｡

有病者率から治療要求量を求めると,歯石除去

を必要 とするコー ド2以上の者は20-29歳で80.9

%,30歳以上では各年齢層ともおよそ90%から95

%程度おり,全体で92.3%であった｡また,複雑

な処置を必要 とするコー ド4の者は,20-29歳に

表6CPITN有所見者率

声 人数 個 人 コ ー ド0 1 つ 3 4

15--19 8 12.5 0 37,5 37̀5__ 12.5

20-29 21 4.8 14.3 61.9 19.0 0

30--44 104 3.8 6.7 51.0 33.7 4.8

45--64 137 0.7 4.4 36.5 45.3 13.i

65-- 77 3.9 1.3 42.9 33.8 18.2

はいなかったが,15-19歳 1名12.5%,30-44歳

5名4.8%,45-64歳18名13.1%,65歳以上14名

18.2%であった｡

3.質問項目

(1)健康に対する不安

本対象者全体で訴えた不安を多い順から並べた

のが図2であり,年齢層別にみたのが表7である｡

全体では ｢体力が衰えてきた｣32.8%, ｢歯が気

になる｣31.7%, ｢がんにかかるのが恐い｣29.3

(%)
60

50

40
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0
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表7 健康に対する不安

30歳未満 30代 40ft 50代 60代 70歳以上 計

持南がある (よくならない)
(%)

がんにかかるのが怖い
(%)

心筋梗塞･糖尿病が怖い
(%)

体力が衰えてきた
(%)

ストレスがたまる､椅柵杓に疲れる
(%)

歯が気になる
(%)

月餅 が気になる
(%)

その他
(%)

特に不安はない
(%)

1 4 7
(3.4) (6,3) (9.7)

12 9 19
(41.4) (14.3) (26.4)

3 1 11
(10.3) (1.6) (15.3)

4 18 21
(13.8) (28.6) (29.2)

9 15 19
(31.0) (23.8) (26.4)

10 19 24
(34.5) (30.2) (33.3)

3 16 23
(10.3) (25.4) (31,9)

0 2 1
(0 ) (3.2) (1.4)

6 21 13

17 16 9 54
(24.6) (21.6) (13.8) (14.5)

26 27 16 109
(37.7) (36.5) (24.6) (29.3)

26
(37.7)

25
(36.2)

17
(24.6)

27
(39.1)

22
(31.9)

0
(0 )

13
(20.7) (33.3) (18.1) (18.8)

18 11 70
(24.3) (16.9) (18.8)

34 20 122
(45.9) (30.8) (32.8)

10 4 74
(13.5) (6.2) (19.9)

25 13 118
(33.8) (20.0) (31.7)

17 4 85
(23.0) (6.2) (22.8)

7 13 23
(9.5) (4.6) (6.2)

12 17 82
(16.2) (26.2) (22.0)

表8 現在の歯や 口の中の状態について気になること

30歳未満 30代 40代 50代 60代 70歳以上 計

とくにない
(%)

歯が痛む､しみる
(%)

あごや歯以外の痛み
(%)

歯ぐきから血が出る
(%)

うまくものがかめない
(%)

歯がグラブラする
(%)

口臭が気になる
(%)

歯ならぴが気になる
(%-)

ものがはきまる
(%)

その他
(%)

4
(13.7)

14
(48.3う

1
(3.4)

8
(27.6)

1
(3.4)

1
(3.4)

6
(20.7)

8
(27.6)

12
(41.4)

0

6 7 7 11 17 52
(9.5) (9.7) (10.1) (14.9) (26.2) (14.0)

25 38 25 19 3 124
(39.7) (52.8) (36.2) (25.7) (4.6) (33.3)

4 1 8 4 7 25
(6.3) (1.4) (ll.6) (5.4) (10.8) (6.7)

25 32 34 29 9 137
(39.7) (44.4) (49.3) (39.2) (13.8) (36.8)

6 11 15 13 15 61
(9.5) (15.3) (21.7) (17.6) (23.1) (16.4)

4 15 11 13 9 53
(6.3) (20.8) (15.9) (17.6) (13,8) (14.2)

17 19 16 16 7 81
(27.0) (26.4) (23.2) (21.6) (1().8) (21.8)

6 7 7 () 7 41
(9.5) (9.7) (10.1) (8.1) (10.8) (ll.0)

36 41 4(i 40 31 206
(57.1) (56.9) (66.7) (54.1) (47.7) (55.4)

1 3 J4 5 5 18
(0 ) (1.6) (4.2) (5.8) (6.8) (7.7) (4.8)

- 17 -
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%が3大不安であった｡このうち､ ｢歯が気にな

る｣は30代,40代,50代では最も訴えの多い不安

であった｡

(2)現在自覚している口腔症状

本対象者全体の自覚症状を多い順から並べたの

が図3であり,年齢層別にみたのが表8である｡

全体では ｢ものがはきまる｣,｢歯ぐきから血が出

る｣,｢歯が痛む,しみる｣が3大自覚症状であっ

た｡ ｢ものがはきまる｣は各年齢層とも多数の者

が訴え,全体で55.4%であった｡ ｢歯 ぐさから血

が出る｣は50代で49.3%,40代で44.7%が訴えて

いたが,70歳以上では13.8%と少なく,全体で36.8

%であった｡ ｢歯が痛む,しみる｣は全体で33.3

%であったが,30歳未満,30代,40代でそれぞれ

48.3%,39.7%,52.8%であるのに対し,70歳以

上では4.6%と極 くわずかであった｡

(3)痛みの経験

歯痛の経験者は71.8%と7部位の痛みの中で最

多であり,以下,頭痛62.9%,腰痛61.6%の順で

あった (表9)｡

0

0

0

5

4

3

0

0

0

2

1

表9 痛みの経験率

頭痛 62.9%

胃の痛み 41.1%

歯の痛み 71.8%

腰の痛み 61.6%

肩や腕の痛み 43.5%

膝や足の痛み 40.1%

痔の痛み 16.7%

(4)歯の痛みとその他の痛みのさっさの比較

歯痛とその他6部位の痛みのどちらがきついと

思うかをそれぞれ比較したが,歯痛の万がきつい

と思うと回答した割合は,腰痛との比較で最 も低

く53.5%であったが,その他との比較ではすべて

6割を超えていた (表10)｡

(5)義歯の使用状況

一義歯の使用状況について,口腔診査の結果に基

づき,喪失歯のない場合,第2大臼歯のみ欠損し,

その後万に第3大臼歯が存在しない場合及び固定

L:..:.:

特
に
な
い

そ
の
他

あ
ご
や
歯
以
外
の
部
分
が
痛
む

歯
な
ら
び
が
気
に
な
る

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

う
ま
く
も
の
が
か
め
な
い

口
臭
が
気
に
な
る

歯
が
痛
む

･
し
み
る

歯
ぐ
さ
か
ら
血
が
出
る

も
の
が
は
き
ま
る

図3 現在の歯や口の中の状態について気になること
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表10 歯噂の方がきつい と思 う と回答 した率
歯痛と頭痛 61.3%

〝 胃痛 61.6%

〝 腰痛 53.5%

〝 肩 ･腕痛 65.1%

〝 膝や足痛 60.5%

〝 痔痛 75.5%

19

性義歯のみで補綴完了の者を義歯による補綴が不

要な者とし,その他の者を補綴が必要な者とみな

し,その使用状況を集計した｡

これを年齢層別のみたのが表11である｡ ｢持っ

ていない｣ とした者は,30歳未満4名80%,30

代24名92.3%,40代27名67.5%,50代22名46.8%,

60代20名30.3%,70歳以上7名11.9%であった｡

表11 年齢層別の義歯使用状況

人数 (補綴必要者) 持っていない いつも使っている 時 使々っている 持っているが使っていない

30歳未満

30代

40代

50代

60代

70歳以上

LL1

6

0

7

′b

q
ノ

2

4

4

rb

Ln

4

4

7

2

0

7

2

2

2

2

1

2

0

2

tLl
1

1

2

4

Ln

0

0

2

1

∩V1

0

0

1

2

1

0

4 4

表12 喪失歯数別の義歯使用状況

喪失歯数 人数 (補綴必要者) 持っていない いつも使っている 時 使々っている 持っているが使っていない

1- 7

8-14

lら′-21

22-28

9

2

0

2

1

4

っノ
Ln

1 Lつ

qノ

∩)0

9 (U

O

9

2

2

つノ
2

LL1

2

1

1

0

2

2

0

0

4

80 100(%)

図4 岨噂の満足度
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表 13 岨 噂の 満足度

不 自由している 不 自由していない

4

/b

LL1

1

7

q
ノ

l

り
ん
2

1

1

LL1
7

7

8

7

′b

2

4

4

4

Ln

4

計 102

表14 岨噂状況

かめないものあり 全部かめる

6

8

1

0

′b

7

2

でノ
4

4

う

Ln

l

9

8

8

2

Ln

R
ノ
3

2

1

計

また,喪失歯数別に集計したのが表12である｡

喪失歯数が 1-7歯では ｢持っていない｣と回答

した者80.3%, ｢いつも使っている｣と回答した

者16.4%であったが,喪失歯数が8-14歯では｢い

つも使っている｣と回答した者が71.4%,さらに

15歯以上を喪失している者では, ｢時々使ってい

る｣と回答した者が 1名いたほかは,全員が ｢い

つも使っている｣ と回答していた｡

(6)岨噂の満足度

ものをかむのに ｢不自由している｣と回答した

者は40代で34.7%であったが,50代,60代,70歳

以上ではそれぞれ30.4%,22.9%,29.2%であり

(表13,図4),統計学的にも年齢の変化による傾

向は認められなかった｡(b-9.108×1町3sb-

1.486×1町2b/sb-0.6129)

(7)岨噂状況

｢かめないものがある｣とする者は,30代では

12.7%であるのに対し,60代では62.2%,70歳以

上では72.3%と多く,年齢の上昇に伴い ｢かめを

いものがある｣ とする者が増加する傾向が認めら

れ (表14,図5),統計学的にも有意であった｡

(b-0.1325,sb-1.646×10け2,b/Sb-8.050,

p<0.001)

60 80 100(%)

図5 況状噂帆

考 察

団 かめないものあり

ロ 全部かめる

たと考える｡ただし,本調査はサンプリングのコ

1.歯科疾患有病状況について ントロールを全 く行わず,任意に参加を求め,諺

各年齢層の1人平均喪失歯数や仝歯喪失者率は 走した会場に集合してもらう方法で行った｡そ.の

県民実態調査結果よりも低い値であり,本対象者 ため,外出の際に介護の必要な者等の参加はなか

の歯科保健水準は一般県民に比べよい状態であっ った｡

- 20-
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歯周疾患に関しては,全体でコー ド2以上の有

所見者率が91.6%,コー ド1以上の有所見者率が

97.1%と,歯周疾患に曜患している者が極めて多

い状況であった｡また,その程度も高齢になるほ

ど重症化する傾向があった｡県民実態調査では

CPITN による歯周疾患の診査は行わなかったた

め一般県民との比較はできないが,この結果を萩

原ら6)が東京都内の2つの銀行において,18-59

歳の822名を対象に CPITN 診査を行った結果と

比較したところ,ほぼ同様の傾向を示していた｡

2.歯科保健意識について

質問紙法による歯科保健意識調査から,(1)健

康に対する不安では, ｢歯が気になる｣と回答し

た者は,70歳以上を除くすべての年齢層で3割以

上であった｡この結果は,回答を口腔診査の前に

記入させた影響も大きいと思われるが,30代か

ら50代では各種の健康不安の中で最多であるな

ど,歯の健康に不安のある者は,中年層を中心

に決して少なくないことが考えられる｡

また, (2)現在自覚している口腔症状につい

ては,全体で ｢ものがはきまる｣が最も多く,吹

いで ｢歯肉出血｣,｢歯痛,しみる｣の順であった｡

しかし,70歳以上では,喪失歯数が多いため,歯

痛,歯肉出血といった症状は少ないかわりに,｢う

まくものがかめない｣,｢歯がグラグラする｣とい

う岨境に関する訴えが多くなっていた｡

痛みの経験については,歯痛の経験者は全体で

7割以上おり,他の痛みに比べると非常に経験者

が 多いことがわかった｡

現在のところ各種の痛みの強さを客観的に比較

することは困難である｡質問上,歯痛と他の部位

の痛みのさっさを比較して回答を求めた｡その結

莱,歯痛の方がきついとする者が非常に多く,こ

のことは,歯痛がかなり強いものとして認識され

ているからではないかと思われる｡

歯痛は,歯科医療機関を受診する際の主訴とし

て最も多い7)うえに,昭和62年度保健福祉動向調

査8)によると受診を中止する理由としても,痛み

が消えたことが最多となっている｡

また,Gillespie9)は学校で学ぶ児童のDMFの

情報に行政当局は何ら関心を持たなかったが,同

健,そ の 他 21

じ集団について,25%の児童が歯痛に苦 しんでい

るとい う情報が,直ちに歯科サービス ･プログラ

ムを実現 させ た と報告 している｡したがって,歯

の痛みというものは歯科保健の重要性 を認識する

インパクトとして大 きなもの となり得ることが考

えられる｡

補綴が必要とみなされる者の義歯の使用状況に

ついて,表12に示すように喪失歯数 との関連では,

｢持っていない｣と回答した者は喪失歯数15歯以

上では0,8-14歯では21.4%であったのに対 し,

1-7歯では約80%であった｡近藤ら10)は,長野

県小県郡青木村に居住する40歳前後の成人に対

し,山本式総義歯岨噂能率判定表を用いて問診し,

補綴処置がされていない者で,口腔機能障害を自

覚するのは,喪失歯数が6-8歯からであると考

察している〝oこのことと併せて考えると,本調査

における喪失歯数1-7歯の者は,比較的少数歯欠

現のため補綴の必要性を感じていない人が多いの

かもしれない｡

歯科医は｢欠損歯即要補綴｣と判断しがちだが,

一般住民は必ずしもそうでなく,両者の基準にギ

ャップがあることを示唆している｡

このような歯科医と一般人のニーズあるいは価

値判断の違いについては次のような報告がある｡

Abramsll)らは,Marque仕e大学歯学部の患者に

ついて,患者自身の治療に対する満足度と歯科医

が診査した修復物の評価との関係を調査し,両者

に相関関係が認められなかったことから,患者と

歯科医は互いに違った基準で歯科治療の質を評価

していると結論し,治療時の人間的,心理的ケア

が不可欠であることを指摘している｡

近年, 問診によって成人の岨噛状況を評価し

ようとする試みがいくつかの地城で行われてい

る12-15)｡ここでは,_問6及び間7の結果から,午

齢と岨噂の満足度及び岨噂状況の関連につし.､て検

討する｡

問7では高齢になるほど,｢かめないものがある｣

とする者の割合が増加する傾向にあったが,間6で

は特に高齢になったからといって ｢不 自由してい

る｣ とする者が多くなるわけではなかった｡おそ

らく,高齢者ほど喪失歯数が多く,よくかめる食
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品も減少するが,初めて歯を喪失してからの期間

も長いはずであり,その間に岨噴能力低下に対し

ての慣れ,食物の晴好の変化16-17),さらにあきら

め18)なども加わり,若い時あるいは若い人と比べ,

満足度を評価する基準が低下したためではないか

と考えられる｡

岨噂の満足度にはこのように多種多様の要素が

関係していることが考えられ,必ずしも歯の状況

及び補綴の状況が反映しない可能性が示唆された｡

なお,喪失歯数と岨噂機能との関連についての

分析は第2報に譲る｡

以上のように,住民の歯科保健に関するニーズ

や価値判断には様々な要素が含まれていることが

考えられる｡

歯科保健水準を向上させるには,予防や医療の

サービスを提供する側だけでなく,一般住民や行

政関係者自らがそのニーズを認識する必要がある

と考える｡そのためには,それらの人たちの歯科

保健に対する価値観を高めていくことが重要であ

る｡したがって,例えば歯の喪失が健康や生活の

質にどのような影響があるのかといづたような,

わかりやすく関心を引くような情報を,今後我々歯科

医側から積極的に提供していかなければならない｡

歯科保健の究極の目標は,すべての人が生涯を

全 く歯を喪失せずに送ることであるが,実際的な

目標は,その時代,その地域で実行可能な予防対

策によって達成しうるものでなければ意味を持た

ない｡今回著者らは,目標や対策を具体的に検討

するぎでには及ばなかった｡堀内ら19)は,太平洋

戦争当時,砂糖消費量が減少しう蝕が少なかった

時期の影響が今日まで歯の現存に影響を及ぼして

いることから,幼 ･小児期の歯科保健の重要性を

指摘している｡さらに,現状では歯周疾患に対す

る公衆衛生的な予防法が確立していないこと及び

本調査における看病状況などを吟味すると,本県

で積極的に推進しているフッ素洗口を中心とした

小児期のう蝕予防対策を徹底し,う蝕による歯の

喪失を十分抑制した状態から成人歯科保健対策が

スター トできるようにすることが,最優先すべき

課題であり,より高い目標の設定とその達成を可

能にする前提条件ではないかと考える｡

結 論

北蒲原郡安田町の成人を対象に,口腔診査と質

問紙法による歯科保健意識調査を実施し,その結

果について分析,検討し,以下の結論を得た｡

1.歯科疾患有病状況は,現在歯及び喪失歯につ

いては,県民実態調査と比較してよりよい状態で

あった｡また,歯周疾患については9割以上の者

に所見が認められ,その程度も増齢に伴い重症化

している傾向にあった｡

2.歯に対する健康不安は,30代から50代では各

種の健康不安の中で最多であり,全体でも2番目

に多い不安であった｡

3.現在自覚している口腔症状では, ｢ものがは

きまる｣,｢歯 ぐさから血が出る｣,｢歯が痛む,し

みる｣ の訴えが,30代から60代の中年層を中心に

多かったが,70歳以上では岨噂に関する症状を訴

える者が多かった｡

4.歯の痛みの経験者は71.8%と多く,また,歯

の痛みのきつさは他の部位の痛みよりも強いもの

として認識されているのではないかと思われた｡

5.補綴が必要とみなされる者の義歯の使用状況

を喪失歯数別にみると,喪失歯数15歯以上では82

名全員が義歯を所有し,うち81名が常時使用して

いた｡しかし, ｢持っていない｣とする者は,8

-14歯では21.4%であるのに対し, 1-7歯では

約80%であった｡

6.判定表に示した食品に｢かめないものがある｣

とする者は,増齢に伴い増加する傾向にあったが,

岨噂の満足度については,喪失歯数の多い高齢者

層にかむのに ｢不自由している｣とする者が特に

多いわけではなく,必ずしも歯及び補綴の状況が

､反映しない可能性が示唆された｡
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